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琉
球
地
方
士
人
漢
籍
学
習
の
実
態
|
書
き
入
れ
に
着
目
し
た
考
察

一
、
問
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
の
琉
球
儒
学
研
究
の
多
く
は
、
「
琉
球
五
偉
人
」
に
名
を
列
ね
る
程
順

則
ご
六
六
三

1
一
七
三
五
)
や
察
温
(
一
六
八
二

i
一
七
六
二
)
な
ど
の
特
定
の

文
人
政
治
家
を
対
象
と
し
て
お
り
、
一
般
士
人
と
儒
学
と
の
関
わ
り
を
取
り
上
げ
た

研
究
は
少
な
い
。
研
究
対
象
が
偏
っ
て
い
る
の
は
、
琉
球
時
代
は
全
般
的
に
個
人
の

著
述
活
動
が
低
調
で
、
著
作
集
を
残
す
よ
う
な
読
書
人
が
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
一
般
士
人
の
儒
学
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い
の
は
、
資
料
上
の
制
約
が

作
用
し
て
い
る
。
琉
球
時
代
の
文
献
資
料
は
、
明
和
の
大
津
波
や
沖
縄
戦
の
火
災
な

ど
に
よ
っ
て
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
て
お
り
、
戦
前
に
書
か
れ
た
研
究
者
や
論
文
に
引

か
れ
て
い
る
琉
球
漢
籍
や
史
料
の
原
文
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
消
失
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
歯
が
み
を
す
る
こ
と
が
間
々
あ
る
。
少
な
か
ら
ぬ
漢
籍
が
失

わ
れ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
全
て
が
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
研
究
者
の
努
力
に

よ
っ
て
現
存
す
る
琉
球
漢
籍
の
多
く
の
所
在
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
、
書
誌
情
報
と

併
せ
て
目
録
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
高
津
孝
・
栄
野
川
敦
編
《
増
補
琉
球
関
係
漢

籍
目
録
》
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
目
録
を
手
が
か
り
に
琉
球
漢
籍
の
実
地
調
査
を
試
み
て
み
る
と
、
現
存
す
る

琉
球
漢
籍
の
一
部
に
は
少
な
か
ら
ぬ
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
漢
籍
の
中
に
書
き

入
れ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
漢
籍
が
単
に
所
持
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
学
習

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
書
き
入
れ
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
に
学
習

さ
れ
た
か
ま
で
わ
か
る
。
か
よ
う
に
貴
重
な
情
報
源
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
琉

球
漢
学
に
関
し
て
、
書
き
入
れ
を
利
用
し
た
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
調
べ
得
た
沖
縄
本
島
以
外
の
地
区
の
士
人
に
よ
る
書

き
入
れ
を
主
た
る
材
料
と
し
て
、
儒
家
の
経
典
を
中
心
と
す
る
漢
籍
を
学
ん
だ
方
式

や
そ
の
日
的
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
同
時
に
、
琉
球
儒
学
に
大
き
な
影
響
を

水

上

雅

晴

(
国
語
教
育
専
修
)

与
え
た
と
さ
れ
る
「
文
之
点
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
書
き
入
れ
を
も
と
に
再

検
討
を
試
み
る
。
再
検
討
を
試
み
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
個
人
の
証
言
の
類

の
み
を
も
と
に
琉
球
漢
学
が
文
之
点
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
判
断
し
て
い

て
、
実
証
性
の
点
で
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
地
方
士
人
の
漢
籍
学
習
方
式

(
1
)
石
垣
島
に
お
け
る
漢
籍
学
習
の
実
例

尚
貞
王
二
十
年
(
一
六
八
八
)
、
琉
球
王
府
は
「
系
図
座
」
を
設
立
し
て
王
国
内

の
家
譜
の
管
理
に
着
手
し
、
士
族
に
命
じ
て
二
部
の
家
殺
を
編
纂
さ
せ
た
上
で
、
一

部
は
作
成
し
た
士
族
の
家
で
、
も
う
一
部
は
王
府
で
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
。
尚
益

王
三
年
(
一
七
二
乙
、
再
び
家
譜
を
編
纂
す
る
命
令
が
下
っ
た
後
、
家
譜
の
有
無

に
よ
っ
て
士
良
の
身
分
が
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
、
新
た
な
家
譜

を
編
纂
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
琉
球
の
家
譜
を
見
る
と
、
形
式
の
面
で

中
国
の
家
譜
を
模
倣
し
て
お
り
、
漢
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
家
譜

を
編
纂
す
る
者
は
一
定
の
漢
学
の
素
養
を
備
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
ず
、
読
書
人
が

士
人
で
、
非
読
書
人
が
農
民
、
と
い
う
戯
然
た
る
区
分
が
、
家
譜
の
有
無
と
い
う
基

準
に
よ
っ
て
容
易
に
見
定
め
ら
れ
る
体
制
が
築
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
矢
袋
喜
一
の

実
地
調
査
に
よ
る
と
、
二
十
世
紀
の
初
め
ま
で
、
琉
球
の
各
地
で
は
「
結
縄
」
(
藁

ざ

ん

月

間

V

算
と
呼
ば
れ
る
)
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
士
民
の
聞
に
甚
だ
し
い
文
化
裕

差
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
た
だ
、
士
人
に
し
て
も
平
等
に
教
育
を
受
け
る
機

会
が
保
証
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
文
化
格
差
は
士
人
内
部
に
も
存
在
し
て
い

た。
琉
球
王
国
に
お
け
る
最
初
の
教
育
機
関
は
、
尚
敬
玉
六
年
(
一
七
一
八
)
に
程
順

則
の
建
議
を
受
け
て
久
米
村
に
設
立
さ
れ
た
「
明
倫
堂
」
で
あ
る
。
明
倫
堂
は
も
っ

一-1 一一



第 H.IU、

ぱ
ら
久
米
三
卜
六
姓
の
子
弟
に
対
し
て
教
育
を
行
な
う
施
設
で
あ
り
、
中
国
の
川
院

に
相
当
す
る
。
一

般
の
上
人
を
教
育
す
る
日
的
で
設
h
U
心
さ
れ
た
日
立
の
苧
校
は
、
尚

。。

川
川
ヒ
川
年

ご

じ
九
八
)
に
行
川
下
に
創
設
さ
れ
た
川
学
と
:
・
つ
の

「
ヂ
咋
学
校
」
で

ふ

わ

し

U

え

あ
る
。
「.下
等
」
は
灯
川
れ
内
の
行
政
爪
位
で
あ
り
、
千
咋
学
校
は

「山パ
利
ぷ
」
・「
市
胤
」
・

「阿」
一六

つ
の
「
.キ
等
」
の
小
だ
け
に
設
立
さ
れ
た
。
初
等
教
育
を
判
中叶
す
る
「村
苧
校
」

は
、
尚
山
川
正
一バ
年

(一

八
=
.i
)
以
後
に
よ
う
や
く
設
h

抗
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
行

虫
附
近
に
位
約
し
て
い
た
。
教
育
環
境
に
つ
い
て

ze--う
と
、
地
点
に
住
む
上
人
は
小

山
火
に
住
む
上
人
に
較
べ
て
述
か
に
劣
っ
て
い
た
と
一一パ
わ
ざ
る
を
仰
な
い
。

.れ
川
山
内
に
収
川
附
さ
れ
て
い
る
出
時
に
は
、
朱
沿
に
よ
る
什
げ
さ
人
れ
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
£
行
川
由
、
似
外
に
認
め
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
訓
点
や
山
記
か
ら
、
地

万
ト
上
人
の
悦
知
山

rwの
状
況
が
挑
山
決
さ
れ
る
。
.L
M
川
市
役
所
に
、
山
内
の
わ
引
hμ
氏
版

以
川
家
の
川
政
に
係
る

〈市
文
山
パ
ん
b
d
m
L人
成
》
山
間
巻
問
川

(資
料
併
川
ゲ
・
収
川
山
本

文
乃
江
O
K
1
4
H
O
八
)
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
本
-KH
は、

「諺」
、
す
な
わ
ち
U
耐

を
川
い
て
前
一
昭

《
十
日
文
点
主
》
が
講
僻
さ
れ
て
い
る

nwkけ
で
あ
り
、
判
例
.わ府

(
二
ハ

一
五
1
一
しハムハ問
)
が
そ
の
川
林
縦
山

(一

百
八
:
一1
一
六
五
七
)
の
講
慨

を
ベ

l
ス
に
し
て
、
中
断
の
必
併
を
集
め
て
い
制
成
し
た
も
の
で
あ
る
。《
山
文
火
山
k
v

は
、
品
川
仰
に
よ

っ
て
た
び
た
び
編
刊
さ
れ
て
詩
文
の
川
に
供
さ
れ
、
江
.HY

川
代
に
は
、

こ
の
刑
判
例
一
れ
苅

《
十日
文
町
一広

諺
解
大
成
〉
と
毛
利
貞
斎
{十
M

I
-
-
J
I-

-
-I
ll
i
--

-

文
真
宝
似
諺
紗
》
の
二

3

7
t
三
，
h
-
3

f

ト
ン
t

J

¥
句

Ja

h

‘E
宝
だ
"

と
り
わ
け
人
々
に
歓
迎
さ
れ

/

W
1
・
寸

'
F

F
!
I

4
院
」
真
似

た
。〈
古
文
点
宝
V

の
み
な
一

p
f
d

f

J
一日一川船

町

『

J
直

'

副

d

一

圃

《

一吋どは

ら
ず
、
円
訴
で
も
っ
て
慾

w
e
p
H炉

L
-
p
'
L

一

巡
刊

二
J
a
F
H
a
」
3

g

p

-
本
で
与

を
誠
解
し
た
件
物
が
多
く
刊
士
官
晴
釦

V
U
R
E
a
p
ji

一
山本牧川刊

行
さ
れ
、
人
々
は
こ
の
種
の
一
層
、
宮
勾

Z
F跡
骨
‘
白
除

u

臨

ω
伊

-

a
F

，F
』
ロ

----E圃-
F
圃

F
圃

盟

国

薗

圃

1
b
k
u，

書
物
に
よ
っ
て
漢
学
を
向
背
一

白

J
2・
園
調
aヨ
ヘ

恒

一
お

し
れ
い

d

R
V
F
I
ll
出
円
l

」
い
'
国

図
解中

収
川
家
本

《
卜n文ぃ川
(
中
ド
諺
解
大
成
》
第

一
附
の
表
紙
に
「
成
間
十

一
年
半
酉
卜
川

ボ
之
」
と
H
H
か
れ
で
あ
る
か
ら
、
尚
務
.
ト
し
十
問
年

(一

八
六

こ

に
購
入
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
円
以
初
か
ら

「誠
解
」
が
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

山川
川
家
の
ト
L

人
が
改

fAt球大学教ffヴ:f司l紀波:

め
て
訓
点
を
加
え
た
箇
所
は
少
な
い
が
、
「角
唯
」
を
用
い
て
仮
名
が
川
き
人
れ
ら

れ
て
い
る
問
所
が
あ
る
こ
と
は
叩
立
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
在
八
に
は
ギ
.
逸

少

〈附
・ゲ
記
〉
、
す
な
わ
ち
七
義
之

〈蘭
心
作
〉
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
郎

「仰
制
下
山
之
大
、
仙
川
保
M
H
川
知
之
様
、
所
以
砂
川
駒
情
、
U

ん
以
似
川
悦
聴
之
川
山
、
い
可

決
也
」
の
「
悦
聴
」

二
宇
の
行
労
に
は
、
刈
情
い
で
も
っ
て
変
体
仮
名
の
「
ぷ
」
及
、
ぴ

片
似
れ
の

「チ

ン
」
て
学
が
川
き
人
れ
ら
れ
て
い
る

(第
七
柴
左
。
凶

こ
。

さ
ら

に
巻
十

一
所
収
の
劉
同
制

〈剛
山
セ
銘
〉
の
「
吋
以
訓
実
学
閥
金
経
」
の
一
句
を
比
る

と
、「
凶
」
宇
の
左
労
に
や
は
り
九
川
市
で
「
ミ
」
の
川
き
人
れ
が
な
さ
れ
て
い
る

(第

二
地
点
)。

小
林
芳
胤
は
訂
州
市
収
八
市
山
間
物
加
所
此
の
琉
球
泌
総
を
訓
貸
し
、

《し句

卜
舶
の
払
川
市
文
献
を
先
比
し
て
い
る
が
、
.
わ
町
川
市
役
所
所
械
の
“
山
知
は
刊
州
作
対
仏
れ
と

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
打
川
山
内
に
は
ト
ボ
川
州
作
の
品
川
市
文
献
が
ま
だ
段
っ
て
い
る
川

能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
雌
認
し
た
い
の
は
、
九
川
市
を
川
い
た
や

山
百
五
式
が
琉
球
王
同
内
の
地
方
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
学

習
点
式
は
円
本
の
漢
和
学
刊
の
影
仰
げ
を
受
け
た
も
の
に
述
い
な
い
。
た
だ
し
、
先
に

けん
た
「聴
」
中
に
対
し
て
、一辿作一山の
「
チ
ョ
ウ
」
や
「
テ
イ
」
な
ど
の
中
汗
で
は
な
く
、
「
チ

ン
」
の
下
北
け
を
九
川
市
で
川
き
入
れ
て
い
る
の
は
川
時
代
の
小
川
行
に
も
と
づ
く
と
忠

わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
向
指
は
他
に
知
を
凡
な
い
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
制
作

が
必
裂
か
も
知
れ
な
い
。

山
川
家
本

《十け
文
只
宝
諺
解
大
成
V

に
附
し
て
、日取
も
い
河
口
す
べ
き
は
、
転
外
の

書
き
入
れ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、巻
十

一
所
収
劉
瓜
錫

〈阻
室
銘
〉
の
位
外
に
「
編
」

字
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
ス
ミ
ヤ
カ
、
セ
ハ
シ
、
チ
イ
サ
シ
」
と
い
う
和
訓
と
、
「急

也
、
校
也
、
衣
小
也
」
と
い
う
出
誌
の
字
訓
を
不
す
注
記
が
H
H
き
込
ま
れ
て
い
る

(
第
二
袋
右
。
凶
二)。

こ
の

「
福
」
字
は
「
偏
心
.小
能
川
川
…
怨
望
」
旬
に
見
え
る
も
の

で
あ
る
。
川

様

に

必

錫

文
民

巻
九
に
は
、
氾
希

占
劉
記

文
、
す

な

わ

ち

氾

斗

附

品

ホ
押

E
M列

仲
流

〈厳

先

生

嗣

家

門

川

経

常
記
〉
が

収

録

さ

川

幻

約

』
1

H
午
，
d

れ
て
お
り
、
仮
外

二
例
附

に

「訟
」
中
が
記

図
市

(

一ー 2ーー



さ
れ
、
そ
の
下
に

「
ム
シ
、
オ
ロ
ヵ
、
ワ
ラ
フ
、
ミ
タ
ル
、

」
と
い
う
和
訓
と
、
「
出

也
、
揃
也
、
笑
也
、
乱
山
」
と
い
う
出
制
の
ハ
チ
訓
を
ぷ
す
一
川
起
が
川
き
込
ま
れ
て
い

る

(第
七
柴
山
)。「
出
」
中
は

〈厳
先
生

-Mq日
〉
本
文
に
は
比
此
寸
た
ら
ず
、
そ
れ

に
対
す
る

d
m
「
出
出
タ
ル
行
姓
ニ
下
ル
ハ
、
大
ニ
何
レ
川
氏
ノ
品
山
」
の
山
・
に
比
え
る
。

佐
川
家
本

《古
文
点
主
諺
僻
大
成
〉
を
通
覧
す
る
と
、
恒
外
の
随
所
に
同
級
の

A
き

入
れ
が
認
め
ら
れ
、
押
さ
人
れ
ら
れ
て
い
る
和
訓
は
、
そ
の
後
に
続
く
泌
誌
の
字
訓

と
概
ね
対
応
し
て
お
り
、
辞
朴
の
矧
を
参
照
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
恒
外
の
什
げ
き

人
れ
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
山
一肌
川
家
の
士
人
は
、
《
古
文
山
一
(
宝
》
の
内
政
竹
を
理
解
す

る
の
に
諺
解
を
見
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
本
文
や
諺
併
に
含
ま
れ
て
い
る
漢
字
を
調

べ
る
た
め
に
降

3
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

fl.t球地方 lご人ìjiflド:;:':1VIの災r~

(2
)
石
垣
島
の
土
人
が
利
用
し
た
辞
世

江
戸
時
代
に
お
け
る
出
ネ
の
受
容
附
は
、
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

に
拡
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
・
下
位
什・

字
形

・
字
設
な
ど
小
学
に
関
わ
る
研
究
も
進
脱

し
た
。
小
同
の
小
学
件
を
翻
刻
し
た
り
、
そ
れ
ら
に
謹
注
を
附
し
て
出
版
す
る
こ
と

A

八
》

が
雌
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
立
川
家
の
十
一
人
が
利
川
し
た
畔
代
け
は
そ
れ
ら
の
小
の
い
ず

れ
で
あ
ろ
う
か
。
訓
告
"の
村
川
市
、
山
以
川
氷
上
小

《十
日
文
山
パ
京
諺
解
大
成
》
の
催
外
の
川

き
人
れ
が
廿
端
本
的
に
毛
利
山
苅

〈附
統
大
広
総
会
主
知
大
全
》
に
も
と
づ
い
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
計
八
は
「
耐
」
宇
に
対
し
て
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
、
セ
ハ
シ
、

チ
イ
サ
シ
」
と
い
う
和
訓
と
、
「芯
也
、
校
也
、
・
衣
小
也
」
と
い
う
漢
語
の
字
訓
を

【
九
}

与
え
て
お
り

(凶
一二)
、
訊
川
ま
で
政
川
家
本
の
引
け
き
入
れ
と

一
致
し
て
い
る
。
「蛍」

-
一
千
や
催
外
に
代
け
さ
入
れ
ら
れ
て
い
る
他
の
丈
宇
に
つ
い
て
訓
べ
て
も
同
様
の
結
県
に

な
る
。《
附
引
い
机
大
広
従
会
五
時い州
大
令
}

は山脈
M
W
年
取
修
の

〈
大
広
M
M
会
王
町
》
に
日

本
訴
の
中
t
H
・利
川
と
泌
一
品
の
年
川
州を
附
し
て
毛
利
点
苅
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

制
制
β
式
は
明
の
梅
川
昨
が
制
作
抗
し
た

mMH川
《下
説
》
に
純
を
取
っ
て
い
る
。
必
Hm

図三色利lH'i
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間
作

(
一
六
九

こ

に
始
め
て
川
に
山
た
後
、
修
訂
を
繰
り
返
し
て
何
度
も
山
版
さ

れ
、
明
治
問
十
凶
年

(一

九
O
こ

に
で
っ
て
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
林
峰
雄
の
郎

A
ov 

説
に
よ
る
と
、
本
代
け
の
版
本
は
ト
七
日
刊
.
飢
も
あ
る

o
U
川
家
の
十
人
が
日
本
凶
内
で

流
行
し
て
い
た
鮮
代
けを
L
Hパ
川
と
し
て
出
午
を

nmけし
た
の
は
、
同
時
則
の
日
本
に

お
け
る
学
習
方
式
に
倣
っ
た
も
の
と
け
ん
ら
れ
る
が
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も

あ
っ
た
。
適
当
な
泌
学
の
師
が
身
近
に
附
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

訂
庖
山
内
に
は
、
漢
詩
の
講
授
を
担
当
す
る
「
諸
問
肝
師
」
や
「
訓
話
師
」
が
脳
た
が
、

定
規
の
教
育
施
設
は
存
在
し
な
か

っ
た
か
ら
、
教
師
の
地
位
は
塾
師
と
大
差
な
く
、

そ
の
学
h
M
も
あ
ま
り
向
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
錦
芳
氏
の
家
譜
に

よ
る
と
、
道
光
二
十
凶
年

(一

八
問
問
)
、「
講
解
帥
」
に
任
命
さ
れ
た
「
十

一
昨
用
升
」

は
、
《
小
学
V

や

《
凶
占
》
の
内
山
什
に
対
す
る

mtmが
不
卜
分
だ
と
桁
感
し
、
モ
山
川

で
本
式
の
漢
学
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
則
い
山
て
い
る
の
で
あ
る
。
幼
九
日
ナ
カ

《三

字
経
》
の
一
節
に

「
為
学
者
、
必
有
初
。《
小
学
》
終
、単

《
凶
A
H
》
」
と
あ
る
よ
う
に
、

《
小
学
》
と

《
間
作
》
は
最
初
に
苧
ぷ
川
学
の
数
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「講

師
師
」
が
自
分
で
は
き
ち
ん
と
講
綬
で
き
な
い
こ
と
を
山
北
し
て
い
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の
泌
結
の
誹
授
状
・
似
も
前什い仰に
推
測
で
き
る
。
琉
球
本
品
に

お
い
て
も
公
的
な
教
育
機
附
は
阿
部
の
門
叩
一
附
近
に
県
小
し
て
い
た
か
ら
、
雌
応
に

限
ら
ず
、
琉
球
王
同
の
地
方
士
人
が
白
川
明
日
h

に
依
存
す
る
度
合
い
は
、
中
央
の
士
人

に
較
べ
て
向
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
現
段
附
で
は
訓
貨
が
不
十
分
な
の
で
、
今
後

の
調
査
の
深
ま
り
を
伴
っ
て
こ
の
川
題
を
詳
論
し
た
い
。

- 3-

三
、
琉
球
漢
学
の
全
体
的
な
傾
向
お
よ
び
漢
籍
学
習
の
目
的

(1
)
〈
図
書
体
注
〉
の
重
視

琉
球
上
人
が
ど
の
よ
う
な
泌
訴
を
乍

W
し
た
か
は
、
《

mMm琉
球
関
係
泌
待
日
鈷
》

を
辿
し
て
慨
裂
を
把
um
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
鈷
は
、
小
川
の
伝
統
的
な
問

部
分
制
を
川
い
て
令
部
で
五
円
十
阿
部
の
泌
知
を
氏
似
し
て
い
る
。
内
川
は
、
経
・
泌

が
百
十
郎
、
史
却
が
九
卜
... 郎
、
子
部
が
川
十

一
郎
、
集
部
が
い
札
1
江
川
、
政
品
川
部

が
打
一
川
崎
、
琉
球
人
の
税
引
作
が
行
:
一十
三
郎、

日
本
人
と
朝
鮮
人
の
清
作
が
七
郊
で
あ

る
。
経

・山
ん
・
子
部
の
者
録
数
が
表
而
的
に
は
あ
ま
り
差
が
川
県
い
よ
う
に
比
え
る
が
、
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史
部
に
は
氾
鉱

《
六
諭
桁
義
》
な
ど
術
学
に
関
連
す
る
書
籍
が
二
十
部
著
録
さ
れ
て

お
り
、
子
部
に
は

《
小
学
》
や
《
孔
子
家
語
》
な
ど
や
は
り
儒
学
に
関
係
す
る
持
物

が
三
十
五
部
著
録
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
琉
球
漢
学
の
重
点
は
知
学
に
附
係
す
る

知
識
の
獲
得
に
在
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

琉
球
王
国
内
の
学
風
は
十
七
世
紀
後
期
に
至
っ
て
変
化
を
見
せ
、
ま
ず
尚
貞
王
八

年

(一

六
七
六
)
、
久
米
村
に

「
至
盟
胸
」
、
す
な
わ
ち
孔
子
刷
が
建
立
さ
れ
た
。
続

い
て
は
、
尚
貞
王
凶
十
年

(
一
七

O
八
)、
程
順
則
が
一
制
州
で
《
六
諭
桁
義
》
を
刊
行
し
、

帰
国
の
後
、
普
及
を
図
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
余
波
が
日
本
国
内
に
及
び
、
寺
子
屋
の

教
科
出
と
し
て
流
行
し
た
。
さ
ら
に
、
上
述
の
通
り
、
尚
敬
王
六
年

(
一
七

一
八
)
、

主
聖
胸
内
に
明
倫
堂
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
象
は
、
琉
球
の
学
術
が
間

学
主
視
に
向
か
っ
た
こ
と
を
示
す
指
椋
で
あ
る
。

石
垣
山
町
内
の
謀
総
に
つ
い
て
見
る
と
、

《
地
仙
川
琉
球
関
係
誕
新
日
銀
》
に
は
合
計

八
十
九
部
が
者
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
、
続
部
は
二
十
六
部
、
史
郎
と
子
部
は

《
孔

型
全
芯
》
・
《
孔
子
家
刊
》
《
小
学
》
な
ど
悩
学
に
関
わ
る
も
の
が
十
九
怖
を
占
め
て

い
て
、
や
は
り
似
山
下
を
市
.
侃
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
品
内
の
士
人
が
ど
の

よ
う
に
似
学
文
献
を
学
ん
だ
か
は
、
こ
れ
も
品
泣
き
入
れ
に
よ
っ
て
そ
の

一
関
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
笑
地
利
点
H
を
し
た
と
こ
ろ
、
書
き
入
れ
が
放
も
多
い
石
垣
品
の
漢

和
は
八
市
一山
博
物
館
所
蔵
《
阿
古
体
注
》
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、大
半
の
訓
点
は
《
大
学
》

(資
料
品
付
号
一
竹
原
家
文
官
六
)
に
集
中
し
て
お
り
、

《
中
山
》
(
資
料
帯
号
・
竹
原

-
一
家
文
刊
六
)
、
会一
州知川
》
(
資
料
番
号
・

竹
原
家
文
升

一
九
・一
一七
)、
《
孟
子
》
(
資
料

品官
号
一
竹
胤
家
文
書
一

O
こ

に
は
ほ
と
ん
ど
訓
点
が
見
当
た
ら
な
い
。

《
凹
書
休
日
出
》
は
清
の
花
測
が
一
制
刊
し
た

《
凶
書
》
の
議
竿
で
あ
り
、
下
段
に
米

諸

《
凹
金
集
註
》
、
L
J

段
に
泊
朔
の
訓
仰
が
配
約
さ
れ
る
、
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て

い
る
。
科
挙
対
策
向
け
に
編
纂
さ
れ
た
挙
業
持
は
、
中
間
で
は
安
易
な
学
習
に
結
び

つ
く
と
し
て
批
判
さ
れ
、
時
に
は
い
祭
令
が
下
さ
れ
な
が
ら
も
、
《
凶
書
》
の
字
句
や(マ一一)

基
本
的
な
立
昧
内
芥
を
理
解
す
る
土
で
は
便
利
な
品川
什
物
と
し
て
重
宝
さ
れ
続
け
た
。

使
利
な
書
物
で
あ
る
こ
と
は
琉
球
の
士
人
に
と
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、
向
穆
五
十
一

年

(
一
七
六
二
)
に
土
佐
に
漂
着
し
た
琉
球
土
人
の
照
屋

(姓
翁
)
里
之
子
は
、
当

地
の
郎
官
で
あ
る
一戸
部
・
民
間
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。

琉
球
の
学
校
、
《
小円子
V

・
《
四
4
r
U
》
・
《
六
経
》
を
業
と
す
。
近
頃
ま
で
は

《
備

琉球大学教育'判官IR氾史

旨
》
と
云
舎
を
刑
ひ
届
た
る
が
、
近
年

《
山
書
体
注
》
わ
た
り
、
是
が

《集
注
》

〔
阿
)

の
昭
考
に
簡
明
な
末
疏
じ
ゃ
と
て
、
今
は
是
を
用
ゆ
。

氾
知

《
凹
告
休
日
日
V

は
十
八
世
紀
後
半
以
後
、
琉
球
本
位
向
で
流
行
し
て
お
り
、
そ

の
影
響
は
石
垣
島
に
も
及
ん
で
い
た
。
竹
原
家
本
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
多
く
の
文
字

は
、
竹
原
家
の
士
人
の
刻
苦
勉
励
を
示
す
が
、

《
問
書
体
注
》
を
学
習
し
た
の
は
、

向
己
修
誌
の
た
め
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
他
に
限
・旧
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

(2
)
〈
四
書
体
注
〉
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る

「科
」
{
子

竹
原
家
本

《
凶
古
体
注

・
大
学
V

第
一
一葉
右
の
天
頭
に
、
「利
」
字
と
凶
識

「
O
」

と
が
朱
筆
に
よ
っ
て
許
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
下
の
枢
内
に
は

《大
学
》
経
文

「
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
」
の
一
節
に
対
す
る
泊
測
の
紘
一
況
が
あ
り
、
竹
原
家
の

ムム
人
は
そ
れ
に
対
し
て
朱
筆
で
も
っ

て
訓
点
を
加
え
て
い
る
(図
凶
)。

紅
外
の
「
科
」

字
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
る
が
、
幽
識
は
そ
こ
か
し
こ
の
天
頭
に
確
認
で
き
る
。
こ
の

「利
」
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
一

つ
の
推
測
と
し
て
提
示
し
如何
る
の
は
、
琉

球
王
国
で
は
中
固
の
科
挙
に
相
当
す
る

「科
試
」
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
枢
外
に
書

き
込
ま
れ
て
い
る
「
科
」
字
は
、
科
試
の
中
の
経
枠
組
に
お
い
て

「古
之
欲
明
明
徳

於
天
下
者
」
の
一
節
が
出
題
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
推
測
さ

れ
る
の
は
、
真
暁
名
安
飢
ハ
に
よ
る
と
、
琉
球
の
科
試
に
は

「講
談
師
慌
」
、
す
な
わ

ち
学
校
教
師
を
選
抜
す
る
科
目
が
あ
り
、
経
書
題
の
試
験
で
は
受
験
生
に
絞
伝
の
文

字
に
対
し
て
断
句
と
訓
点
を
施
す
こ
と
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
真
境
名
氏
は

符
刊
組
に
お
け
る
基
準
告
が
何
で
あ
っ
た
か
を
明
言
し
て
い
な
い
が
、
学
校
内
で
「講

談
学
生」

に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
月
例
の
試
験
に
お
い
て
、
《
凶
書
体
注
》
に
訓
白
…

を
加
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。
周
知

一-4一一

図四 竹原家本((D1I i干
休i主・大学》第二葉右
(八市111問物館所Ji:是)



の
泊
り
、
小
川
の
利
栄
時
代
に
お
け
る
学
校
の
ぷ
業
と
科
不
ぷ
験
の
内
科
に
は
術
抜

な
附
係
が
あ
り
、
市
山
川
は
琉
球
-
上
川
に
お
い
て
も
同
級
で
あ
っ
た
と
与
え
ら
れ
る
。

と
す
る
と
、
竹
原
山
森
本

《
凶
占
体
注

・
大
学
》
の.大

.mに
比
え
る
「
科
」
宇
と
問
議

は
、
刊
什
ぷ
の
約
川
凶
に
お
い
て
過
去
に
山
題
さ
れ
た
間
山
で
あ
る
吋
能
性
が
山
い
と

川
心
わ
れ
る
が
、
竹
川
胤
家
本
の
中
に
は
断
定
す
る
に
起
る
必
述
は
は
山
せ
な
い
。
こ
の

川
叫
に
附
わ
る
記
述
は
、
他
の
縦
・
川
の
川
皆
川
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

久
米
・
川
に
あ
る
久
米
山
自
然
文
化
セ
ン
タ
ー
に
は
、
卜
.
v

礼
洲
家
と
う
叶一
氷
家
な
ど

の
川
此
に
係
る
多
く
の
泌
絡
が
似
附
訂
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も

《
川
内
休
日
正
・大
学
》

(資
料
併
ひ
・

5
附
・
水
:
・
問
し
ハ
)
が
収
雌
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
舵
永
家
本
の

A
き

人
れ
に
は
取
法
な
附
却
が
A

，H
ま
れ
て
い
る
純
文

「物
怖
い
山
後
知
セ
」
の
「
物
」
中

の
む
・
労
に
「
科
」
字
が
川
き
人
れ
ら
れ
て
お
り

(第
二
柴

れ

附

冗

)
.
該
旬
に
対

す
る
治
初
の
説
説
の
始
ま
り
を
一以
す
「
物
絡
節
」

で一
字
の
挺
外
に

「
道
光
二
年
利
」

(部
二
葉
在
。
凶
六
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
内
の
占
き
入
れ
は
、
「
物
給

耐
後
知
.AK

」
の
一
郎
が
辺
光
二
年
、
す
な
わ
ち
中
川
育
で
六
年

(一

八
問
.
一)
に
学
行

さ
れ
た
利
減
の
続
件
題
に
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
述
い
な
い
。
ぷ
み
に
、
再

度
、
竹
原
家
本

《
凶
川
体
花
・

大
学
》
を
調
べ
る
と
、
「
物
格
節
」
:
一字
の
天
頭
に

は
朱
引
い
の
閣
議
が
あ
り
、
そ
の
下
の
氾
湖
の
講
説
の
文
・
常
に
対
し
て
は
制
官
な
訓
内
…

が
山
き
込
ま
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
そ
の
前
後
に
段
務
の
文
尚早
に
対
し
て
は
、
い
ず

れ
も
訓
点
が
全
く
施
さ
れ
て
い
な
い
。

法
式
抗
日

《
市
川
船

述
間
》
に
よ
る
と
、

小
川
で
は
道
光
二

年
に
思
れ
の
会
ぷ

と
常
科
の
郷
試
が

挙
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
科

併
の
試
験
の
小
で

は、

「
物
陥
刷
後

知
が
こ
の

一
節
に

山
わ
る
問
川
胞
は

琉球J也)jL人淡:nv;!:仰の:k・1怠
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《
‘
・
ハ
》

川
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の

一
仰
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
琉
球
王
同
の
科
試
に
お
い
て

山
川
幽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
川
秘
の
引
例
を
学
げ
る
と
、
ド
h
f
叶
一
永
山
系
ぶ
・
の
伝
十
平
「
一五

献
節
」
の
心
朔
諸
説
の
舵
外
に
「
辺
光
二
十
九
年
科
」
と
出
一丹
さ
れ
て
お
り
、
竹
版

-
一
旗
本
の
川

一
的
所
の
紅
外
に
附
織
が
比
え
、
講
必
に
訓
卜
H

…
が
施
さ
れ
て
い
る
状
況
は

「物
絡
節
」
の
場
介
と
川
仰
で
あ
る

(節
卜

κ来
れ
)。

琉
球
の
利
訓
に
お
け
る
策
問
に
知
似
す
る
ぷ
胞
と
作
集
は
、
既
に
川
附
に
ま
と
め

《
し
》

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
純
の
試
験
の
内
科
に
つ
い
て
は
詳
細
を
把
握
で
き
る
。
そ
れ
に

比
べ
て
絞
川
題
の
試
験
に
附
し
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か

っ
て
お
ら
ず
、

《
山
山
川
利
市
史
》

の
小
で
は
つ
い
打点
枝
川
ぷ
験
の
川
叫
に
は
問
川

・
五
経
の
経
代
け
か
ら
ま
っ
た
く
山
な

{

八

》

か
っ
た
」
と
説
か
れ
て
い
て
、
川
家
の
粍
胤
ハ
を
対
象
と
す
る
出
迎
が
な
さ
れ
た
こ
と

す
ら
何
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
附
述
資
料

が
失
わ
れ
た
後
、
有
力
な
資
料
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
か
か
る
状
況

に
鑑
み
る
と
、

μ知
一品
と
久
米
山
所
蔵
の

《
阿
川
休
日
正
》
の
川
き
入
れ
は
、
断
片
的

な
が
ら
、
琉
球
の
科
試
の
経
品
川
組
の
存
在
を
餓
認
し
、
そ
の
尖
態
を
把
出
す
る
た
め

の
手
が
か
り
を
舵
供
し
て
く
れ
る
此
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
よ
う
。
両

品
所
磁

《
問
主
体
注
》
の
書
き
入
れ
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
多
く
の
琉
球
士
人
が
儒

-
一
本
経
典
を
学
習
し
た
の
は
、
中
国
の
士
人
と
問
機
、
主
と
し
て
試
験
に
合
格
し
て
役

【

九
}

人
に
な
る
、
と
い
う
恢
俗
的
な
け
的
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
部
き
山
さ
れ
た
。

-5ー

四
、
琉
球
儒
学
と
文
之
点
と
の
関
係

琉
球
上
人
の
経
川
学
刊
に
つ
い
て
も
州
じ
る
際
、
文
之
内
…
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
行

か
な
い
。
文
之
点
は
阪
・
ぽ
の
抑
制
出
納
文
之

(一

一h
h
冗
1
一
六
二
O
)
が
間
家
の

経
典
に
加
え
た
訓
点
の
こ
と
で
、

訓
内
…
を
伴
う

《
問
什
H

仙氷山叫
》
の
刊
本
は
文
之
占
…
を

濫
脳
と
す
る
の
で
、
凶
内
の
川
学
巾
ん
の
巾
で
も
重
要
な
位
置
を
市
め
る
。
土
佐
に
漂

心
し
た
山
…
出
mm
之
チ
は
、
し
し
に
引
い
た
・4
応
の
後
段
に
お
い
て
、
「
点
本
は
疏
肢
の

例
丈
之
が
山
…
を
川
ゆ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
文
之
の
必
下
山
如
竹

(
.
冗
じ

0
1
一
六
冗
五
)
の
い
い
記
に
は
次
の
J

ル
述
が
比
え
る
。

先
レ
必
琉
球
絞
れ
け
を
読
む
、
地
判
決
汗
を
川
て
、
利
読
を
知
ら
ず
、
翁
授
く
る
に

文
之
内
…
の

《
川
A
V
を
以
て
す
。
品
よ
り
琉
球
始
め
て
和
読
を
知
り
、
今
に



至
て
国
中
十
分
の
八
は
、
文
之
点
の

《
四品川
u
v
を
用
ゆ
と
い
ふ
九

琉
球
儒
学
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
ら
の
証
言

を
も
と
に
、
琉
球
土
人
が

〈
四
W
V
を
学
習
す
る
時
、
文
之
点
本
を
参
照
し
て
い
た

と
考
え
て
い
る
が
、
か
か
る
見
附
は
、
琉
球
王
国
時
代
の
誕
絡
に
分
析
を
加
え
る
こ

と
で
は
じ
め
て
実
証
さ
れ
る
。
文
之
点
が
琉
球
的
学
に
対
し
て
影
轡
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
度
合
い
や
具
体
的
な
状
況
は
い
ま

だ
に
分
明
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
以
下
、
琉
球
の
儒
学
文
献
と
文
之
点
の
関
係

に
つ
い
て
竺
つ
の
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

第 84.!I~ 

(1
)
「琉
球
板
」
と
文
之
点
の
テ
キ
ス
ト

琉
球
一土
問
内
で
流
通
し
て
い
た
泌
符
に
は
三
つ
の
来
械
が
あ
る
。
一

つ
め
は
中
凶

か
ら
伝
来
し
た
も
の
。
二

つ
め
は
円
本
か
ら
伝
米
し
た
も
の
で
、
多
く
の
場
合
、
訓

占
…
を
伴
、
っ
。一一一
つ
け
は
琉
球
人
が
刊
行
し
た
も
の
。
最
後
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も

の
を
「
琉
球
板
」
と
称
し
、
古
川
津
孝
の
研
究
に
よ
る
と
、
琉
球
仮
は
さ
ら
に
三
種
に

分
け
ら
れ
る
。
第

一
種
は
琉
球
-十一凶
内
で
刊
刻
発
行
さ
れ
た
板
本
、
第
二
極
は
琉

球
人
の
袈
求
に
応
じ
て
小
国
で
刊
行
さ
れ
た
抜
本
、
第
三
棋
は
疏
球
人
の
袈
求
に

応
じ
て
琉
球
以
外
の
地
で
版
木
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
琉
球
一七
州
内
で
こ
の
版

木
を
川
い
て
刊
行
さ
れ
た
松
本
で
あ
る
。
琉
球
大
学
附

M
凶
作
舶
に
は
、
武
藤
長

平
(
一

八
七
九
i
一
九
三
八
)
の
旧
政
に
係
る
琉
球
板

〈論
語
集
注
》
(
資
料
番
号
一

月∞
0
2
0
N
N
包
)
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
第
三
極
に
属
す
る
。
和
紙
で
印
刷

さ
れ
て
お
り
、
尚
侯
爵
家
の
伊
是
名
制
時

(
一
八
五
一
二

1
一
九
二
O
)
の
政
丹
に
由

米
す
る
。
琉
球
板

《論
詩
集
日
以
》
は
文
之
点
本
と
一百
わ
れ
て
い
る
が
、
訓
点
は
全
く

刻
人
さ
れ
て
い
な
い
。
琉
球
版

《
論
間
集
注
》
に
文
之
が
加
え
た
訓
点
が
日見
当
た
ら

な
い
こ
と
は
者
過
で
き
な
い
ギ
災
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
琉
球
土
人
が
実
は
文
之
内
…

を
さ
ほ
ど
重
悦
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
附
単
に
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
少
な

く
と
も
先
に
引
い
た
照
屋
里
之
子
の
証
言
等
の
信
法
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
主
漉
す
る

一
つ
の
材
料
に
は
な
ろ
う
。
こ
の
事
象
に
関
し
て
は
、
中
国

の
刻
工
が
け
ん
的
れ
な
い
円
本
の
訓
点
を
不
.
裂
と
考
え
全
而
的
に
取
り
除
い
た
の
か
、

そ
れ
と
も
小
凶
に
対
し
て
琉
球
と

U
本
と
の
つ
な
が
り
を
隠
す
た
め
、
注
文
主
の
琉

球
土
人
が
そ
う
す
る
よ
う
に
求
め
た
、
な
ど
型
山
を
い
く
つ
か
考
え
る
こ
と
が
で
き

琉球大学教育学部紀~・

る
が
、
現
状
で
は
結
論
を
下
す
の
は
難
し
い
。

向
洋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
琉
球
板

《
論
詩
集
注
》
の
版
式
は
和
刻
本
の
大
魁

本

《
凶
引H
集
注
V

と
基
本
的
に

一
致
し
て
お
り
、
前
者
が
後
事
引
を
成
本
と
し
て
山
版

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
谷
易
に
看
取
さ
れ
る
。
大
魁
本

《
川
k
u
集
注
》
は、

明
末

の
件
即
余
明
ム
u
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
り
、
利
刻
本
は
そ
れ
に
対
し
て
文

(

e

問
》

之
点
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
琉
球
板

《
凶
合
集
注
》
経
伝
の
文
字

は
和
刻
大
魁
本
と
全
く
同
一
の
は
ず
で
あ
る
が
、
調
査
を
し
て
み
る
と
そ
う
で
は
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。
琉
球
大
学
附
以
問
内
館
に
は
、
《
論
語
集
注
》
以
外
に
も
琉

球
板

《
大
学
卒
句
》
(資
料
品
官

uv
.刃
一∞0
0
8
M
M
⑦】
。
図
七
)
も
収
脱
さ
れ
て
お
り
、

本
文
が
平
泉
九
行
、

一
行
十
七
字
で
あ
る
こ
と
を
合
め
、
本
計
の
款
式
と
件
小
の
文

字
は
基
本
的
に
大
魁
本

《大
学
立
旬
》
と
共
通
し
て
お
り
、
や
は
り
前
者
は
後
者
を

氏
本
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
も

の
と
考

え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
本
稿
で
用
い
る

利
刻
大
魁
本

《
大

学

市

旬

》

は

都

立

図

古

館

所

磁

本

(
資
料
品
命
号
一

特

六

四

一
九

|

一。

同
八
)
で
あ

り
、
重
刊
本
で
は

あ

る

が

、

初

刻

本

が

党

永

三

年

(
二
三

二ハ
)
に
出

て
か
ら
六
年
後
に

刊
行
さ
れ
た
か
な

り
・
円
い
版
本
で
あ

る
。
琉
味
紋
と
の

図七 研URJ以《人-学];!~勾)) (琉球
大学~i・JhJ:\図 δ官iirn級)
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川
に
認
め
ら
れ
る
大
き
な
迎
い
は
、
《
論一知
》
の
幼
令
と
問
機
、
訓
点
の
有
川
円
で
あ
る
。

大
魁
本
が
主
と
し
て
行
法
を
示
す
の
に
川
い
て
い
る
鷲
凱
注
は
、
そ
の
一
部
が
琉
球

板
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
相
述
も
あ
る
。
と
り
わ
け
治
日
す
べ
き

は
、
経
伝
の
文
・
ア
に
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
魁
本
は
朱

烈
〈
大
学
市
句
作
〉
の
末
比
近
く
の

一
旬
を
通
行
本
と
同
様
に
「
然
於
岡
山
水
化
民
成

俗
之
立
」
に
作
る

(凶
九
)
。
そ
れ
に
対
し
て
琉
球
板
は
、
「
国
」
字
の
上
に
「

一
」

字
を
誤
刻
し
て
い
る
(
図
ト
)。

こ
の
誤
刻
は
大
魁
本
の
「
同
」
字
の
上
に
受
給
が

存
伝
す
る
こ
と
が
拶
押
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
大
魁
本
は
経
文
「
+H之
欲
明
明
徳
於

天
下
背
」

旬
下
の
汗
注
を
「
『リE
W
T戸
、
後
肱
此
」
に
作
る
が
、
琉
球
板
は
「
放
」

を

「
倣
」
に
作
る

(と
も
に
第
二
袋
布
)。

さ
ら
に
、
大
魁
本
は
伝
五
市
「
此
制
知

本
」
の
花
「
担
下
円
、
俗
文
山
」
の
知
.加
川泌
を
「
~
仰
い
h

サ決
川
」
に
作
る
が
、
琉
球
板

は
「法
」
を

「前
」
に
作
る

(と
も
に
節

χ
集
配
)。

加
え
て
、
大
魁
本
は
伝
九
市
「《
持
》

ぷ
、
什
片
山
川
.
小
ぷ
」
旬
ド
の
仰
を
「
《持
Y
〈作
風
・
川
川
町
〉
之
杭
」
に
作
る
が

(凶

十

こ
、
山
川
球
似
は

「
同州」山
f
の
ド
の

「よ」

山γ
を
欠
い
て
い
る

(節
卜
東
山
。
凶

図九(右) 大魁オ本~ ((大kiγす巾';'t~リ
(伺郎l立凶，1作F附釘館{所品級Eめ)， 図十(左)
JJ，t球版《大学J;i1ゆ(琉球大マ:
附版図l~l;: fi"{所蔵)

図十一(右) 大魁本
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図ilFfi"J1所蔵丸 図十
二(左)球球版《大
学r，tl，叫(琉球大学

附属~1;!Hi1ï所蔵)

十
二)。

こ
れ
ら
の
述
い
は
、
琉
球
主
同
内
に
流
通
し
て
い
た

《
州
代
い
が
必
ず
し

も
文
之
内
…
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
附
示

す
る
。
た
だ
し
、
和
刻
大
魁
本

《
州
特
集
注
V

の
版
本
間
に
お
け
る
文
・》
の
迎
い
に

円

-
h
v

つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
詳
細
な
訓
脊
が
必
安
で
あ
る
。

(
2
)
琉
球
漢
籍
中
の
訓
点
と
文
之
点

琉
球
儒
学
と
文
之
点
に
つ
い
て
は
、
版
本
間
の
文
字
の
奥
川
を
訓
べ
る
こ
と
で
そ

の
影
科
関
係
を
或
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
士
人
が
向
ら
附
し
た
訓
点
を
調

べ
る
方
が
よ
り
明
確
に
影
枠
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
琉
球
士
人
が

附
家
の
経
山
内に
れ
ら
件
き
入
れ
た
訓
点
が
文
之
内…と

一
致
し
て
い
た
ら
、
文
よ
ト
リ
…
の

拶
料
力
の
強
さ
を
示
す
日
以
も
雌
突
な
証
拠
に
な
る
し
、
逆
に
川
き
入
れ
ら
れ
た
訓
点

が
文
之
点
と
見
な

っ
て

い
れ
ば
、
文
之
内
…
の
刷
版
科
h
M
を
け
ん
山
す
余
地
が
川
て
く
る
わ

け
で
あ
る
。
こ
の
制
点
か
ら
、
竹
以
家
本

《
凶
作
休
刊
・
ぃ
入
学
》
に
対
し
て
改
め
て

検
川
を
加
え
て
み
よ
う
。
…
問
時
に
対
す
る
文
之
の
附
訓
の
状
似
は
、
村
上
級
浮
に
よ

っ

て
験
則
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
参
号
に
す
る
。

村
上
氏
は
、
文
之
点
と
辺
ぷ
点
と
の
比
般
を
辿
し
て
、
い
く
つ
か
の
特
慨
を
帰
納

的
に
時
き
山
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

(
a
)

疑
問
や
以
誌
の
活
気
を
去
す
旬
末
の

助
制

「
乎
」
と
「
与
」
の
訓
読
に
つ
い
て
、
文
之
山…が

「
ヤ
」
や

「
カ
」
を
旬
中
の

前
川
請
に
続
け
て
記
す
の
に
対
し
て
、
近
森
内
…
は
旬
末
の
助
字
に
直
接
附
訓
す
る
。

(b
)
接
続
詞
「
而
」
の
訓
読
に
つ
い
て
、
文
之
山
…
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
訓
読
す
る
の

に
対
し
て
、
道
春
点
は
基
本
的
に
訓
読
し
な
い
。
(

C

)

接
続
詞
「
川
」
の
訓
読
に

つ
い
て
、
文
之
内
…
は
基
本
的
に

「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
訓
読
し
て
お
り
、そ
の
こ
と
は
「
則」

の
右
目
に
「
ス
」
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
道
ポ
点
は

や
は
り
基
本
的
に
訓
読
し
な
い
。

事
唄

(
a
)

か
ら

(
C
)

の
中
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
文
字
は
文
一一日
文
の
中
で

し
ば
し
ば
日
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
竹
原
家
本
で
は
ど
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。
文
之
内
…
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
近
森
山
…
に
近
い
で
あ
ろ

う
か
。
事
項
(

a

)

に
つ
い
て
言
う
と
、
伝
八
市

「所
初
完
川
什
犬
家
在
怖
其
身
者
」
句

に
対
す
る
氾
期
講
説
の
巾
に

「山一以其
中
尽
似
…
悪
乎
」
の
一
句
が
あ
り
、
竹
原
家
本
は

勾
中
の

「
無
」
字
の
右
・
労
に
「
ヤ
」
と
附
訓
し
て
い
る
が

(第
八
葉
左
)
、伝
三
章
「
可

一-7ーー



以
人
而
不
如

μ乎
」
旬
を
凡
る
と
、
竹
以
家
本
は
旬
・
米
の

「乎
」
字
の
有
・労
に

「
ヤ
」

と
附
訓
し
て
い
な
い

(鈴
川
柴
山
)。

句
末
の
祁
気
助
詞
に
対
す
る
竹
原
・一
本
の
士
人

の
訓
読
方
式
は
文
之
点
と

一
致
す
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
州
場
合
と
が
あ
る
。

事
項

(b
)
に
つ
い
て
一一日
う
と
、
竹
川
出
家
本
は

《大
学
章
句
》
前
文
「
子
紅
子

U
、《
大

学
》
、
孔
氏
之
遺
書
而
初
学
入
穂
之
門
也
」
旬
の
「
而
」
字
に
対
し
て

「
シ
テ
」
と
送
っ

て
お
り

(第
一
葉
右
)、
こ
の
訓
読
方
式
は
文
之
点
と
一
致
す
る
が
、
こ
れ
は
例
外

に
属
し
、
そ
の
他
の

「而
」
字
に
対
し
て
、
竹
原
家
本
・
は
附
訓
し
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、竹
原
家
本
に
お
け
る

「而
」
字
に
対
す
る
訓
読
は
、基
本
的
に
文
之
点
と
山
内
な
っ

て
お
り
、
む
し
ろ
迫
森
点
に
近
い
。

布
引
(
C
)

に
つ
い
て
一行
う
と
、
竹
原
家
木
は
米
政
の
注
釈
の
山中
に
山
て
く
る

「川
」

宇
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
附
訓
し
て
い
な
い
。
氾
湖
の
講
説
部
に
は

「川
」
・γ
の
れ
汚

《
し
》

に

「
チ
」
と
引
き
入
れ
て
い
る
問
所
が
一一

つ
あ
り
、文
之
内
…
と
削
除
に

「
ス
ナ
ハ
チ
」

と
訓
読
し
て
い
る
が
例
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
附
測
の
方
式
が
児
な
っ
て

い
る
。

初
歩
的
な
比
較
だ
が
、
以
ト
い
の
考
鋭
か
ら
わ
か
る
の
は
、
文
-一行
文
に
し
ば
し
ば
刷

れ
る
成
川
の
訓
前
五
式
に
附
し
て
、
。
れ
川
一向
の
上
人
は
文
之
内
…
に
忠
尖
に
従
っ
て
い

る
と
は
到
成
バ
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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山内
の
経
伝
の
文
字
を
調
べ

る
と
、文
之
点
本

(究
氷
九
年
大
魁
本
)
と
も
琉
球
板

(琉

球
大
学
所
蔵
本
)
と
も
述
い
が
あ
る
。
三
荷
の
川
の
川共
同
状
削
は
以
ド
の
よ
う
に
凶

ぷ
化
さ
れ
る
。
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凶
表
を
け
凡
る
と
、
琉
球
主
川
内
に
流
通
し
て
い
た

《
川
内
》
テ
キ
ス
ト
と
文
之
内
…

木
テ
キ
ス
ト
の
間
に
相
逃
が
認
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
七
凶
山
刊
の
テ
キ
ス
ト
相
立

の
聞
に
も
呉
川
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
正
凶
内
に
流
通
す

る

《
山
内
》
テ
キ
ス
ト
は
、
文
之
点

一
色
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
図
式
で
説
明
さ
れ

る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
与
仙
一
永
家
本
・
に
刻
入
さ
れ
て
い
る
訓
点
は
基
本
的
に
立
、水

九
年
本
と
主
な
る
が
相
違
す
る
部
分
も
あ
る
。
ト
分
に
調
査
で
き
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
、
文
之
点
に
全
而
的
に

一
致
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
る
。

注

H
す
べ
き
は
、
琉
球
板

《
大
学
約
十
何
〉
と
異
な
り
、
与
世
永
家
本

《
大
学
科
一寸句
V

に
は
朱
川
市
川
で
多
く
の
計
き
入
れ
も
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
久
米
向
の
学
習
者

の
粕
励
佑
助
の
様
下
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
川
き
入
れ
を
も
と
に
、
《
大
学
》
が

ど
の
よ
う
に
学
押
さ
れ
た
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
ドサ
山
水
(
森
本
・

《
大
学
科い
・旬
V

は

J

川
丈
の

「初
学
入
徳
之
門
也
」
の

「他
」
宇
の
れ
停
に

「仁
義
礼
州
日
」
附
宇
を
件
き

人
れ
、
続
い
て

「於
今
吋
弘
前
人
為
学
次
第
者
」
句
の

「今
」
宇
の
布
努
に

「桂
子

之
時
」
川
字、
「山
人
」
の
布
張
に

「五
段
州
三
代
」
一八
宇
を
性
き
入
れ
て
い
る

(第

川
諜
右
)。

同
様
に
、
伝
五
平

「誠
一格
物
致
知
之
義
而
今
亡
失
」
旬
の

「今
」
字
の

左
去
に

「
是
桁
朱
子
時
」
五
字
、
「
間
待
窃
取
桂
子
之
立
以
術
之
」
旬
の

「補
」
字

-8一



琉球地方士人漢籍学習の実態

の
左
・
労
に
「
是
補
致
知
格
物
之
一
一
己
八
字
を
書
き
入
れ
て
い
る
(
第
九
葉
右
)
。

朱
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
注
記
の
内
容
は
初
歩
的
で
あ
り
、
学
習

者
が
文
之
点
だ
け
で
は
《
大
学
京
旬
》
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

調
査
の
結
果
、
少
な
か
ら
ぬ
書
き
入
れ
が
明
の
林
退
庵
が
編
纂
し
た
《
四
番
備
旨
》

と
一
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
と
え
ば
《
四
番
備
旨
》
は
、
《
大
学
章
句
》
伝

五
章
「
輩
格
物
致
知
之
義
而
今
亡
失
」
句
の
下
に
「
『
今
」
指
朱
子
之
時
」
と
注
解

し
て
お
り
、
「
問
嘗
窃
取
程
子
之
意
以
補
之
」
句
の
下
に
「
「
補
之
』
是
補
致
知
格
物

之
言
」
と
注
解
し
て
い
る
。

《
図
書
備
旨
》
は
講
章
体
を
用
い
て
朱
高
《
四
書
集
注
》
を
解
釈
し
た
挙
業
書
で

あ
り
、
琉
球
士
人
に
と
っ
て
《
四
番
集
注
》
の
字
句
や
文
義
を
把
握
す
る
上
で
便
利

な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
引
い
た
照
屋
里
之
子
の
供
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

り
、
こ
こ
で
再
度
引
用
す
る
。

琉
球
の
学
校
、
《
小
学
》
・
《
図
書
》
・
《
六
経
》
を
業
と
す
。
近
頃
ま
で
は
《
備

旨
》
と
云
書
を
用
ひ
賠
た
る
が
、
近
年
《
四
番
体
注
》
わ
た
り
、
是
が
《
集
注
》

の
昭
考
に
簡
明
な
末
疏
じ
ゃ
と
て
、
今
は
是
を
用
ゆ
。

与
世
永
家
本
《
大
学
章
句
》
に
は
刊
記
が
な
く
、
い
つ
刊
行
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
り
、

い
つ
入
手
し
た
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
識
語
も
見
当
た
ら
な
い
。
本
書
が
上
江

洲
家
で
は
な
く
、
上
江
洲
{
永
か
ら
分
家
し
た
与
世
永
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

書
き
入
れ
が
な
さ
れ
た
時
期
を
推
定
す
る
材
料
を
提
供
す
る
。
与
世
永
家
は
上
江
洲

家
第
九
代
智
篤
(
一
七
六
三

1
一
八
三
四
)
の
時
に
分
家
し
て
い
る
か
ら
、
与
世
永

家
本
《
大
学
章
句
》
へ
の
書
き
入
れ
は
、
照
屋
里
之
子
が
土
佐
襟
着
し
た
一
七
六
二

年
以
後
に
な
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、
琉
球
の
地
方
士
人
は
《
四

番
体
注
》
流
入
以
後
も
依
然
と
し
て
《
四
書
備
旨
》
を
参
照
し
つ
つ
《
四
番
集
注
》

を
学
習
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
照
屋
皇
之
子
の
供
述
全
体
の
信
頼
性
も
揺
ら
い
で
く

る。
以
上
、
書
き
入
れ
に
着
目
し
て
琉
球
漢
籍
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
琉
球
に
お

け
る
儒
家
経
典
の
学
習
状
況
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
単
純
な
も
の
で

は
な
く
、
文
之
点
の
完
全
な
支
配
下
に
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
琉
球
儒
学
と
文
之
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
資
料
、
と
り

わ
け
書
き
入
れ
が
あ
る
資
料
に
即
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。

五
、
結
論

琉
球
の
一
般
士
人
、
と
り
わ
け
地
方
士
人
の
漢
籍
学
習
の
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
研

究
者
の
関
心
を
引
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
石
垣
島

と
久
米
島
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
漢
籍
を
材
料
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
論
じ
た
。
地
方

の
士
人
は
多
く
の
場
合
、
日
本
語
の
口
語
で
講
解
さ
れ
た
書
籍
や
日
本
人
が
編
纂
し

た
漢
字
字
典
を
用
い
て
漢
籍
を
学
ん
だ
。
こ
の
学
習
方
式
は
日
本
国
内
に
広
く
見
ら

れ
た
も
の
だ
が
、
琉
球
王
国
の
中
で
も
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
学
習
方

式
が
取
ら
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
と
、
中
央
の
士
人
と
比
べ
て
地
方
の
士
人
が
教
育

環
境
の
面
で
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
情
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

琉
球
漢
籍
の
目
録
を
調
べ
る
と
、
経
史
子
集
の
四
部
の
中
で
は
経
部
、
他
の
部
に

属
す
る
漢
籍
で
も
儒
学
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
残
っ
て
い
る
か
ら
、
経
学
が
重
視
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
島
所
蔵
の
《
四
番
体
注
》
へ
の
書
き
入
れ
を
調
べ
る

こ
と
で
、
士
人
が
経
学
に
関
わ
る
漢
籍
を
学
ん
だ
目
的
が
、
中
国
の
士
人
と
同
様
に
、

人
材
登
用
試
験
に
合
格
し
て
官
界
に
入
る
こ
と
に
在
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
《
四
番
体
注
》
へ
の
書
き
入
れ
に
は
、
実
態
が
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

琉
球
の
科
試
の
考
察
に
役
立
つ
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

琉
球
儒
学
が
文
之
点
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ

る
。
前
者
が
後
者
の
支
配
下
に
在
っ
た
、
と
い
う
見
解
が
通
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
見
解
は
充
分
な
証
拠
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
琉
球

漢
籍
お
よ
び
書
き
入
れ
を
も
と
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
、
以
下
の
事
柄
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
(
こ
琉
球
板
《
四
番
》
の
テ
キ
ス
ト
が
文
之
点
本
と
完
全
に
一
致

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。
(
二
)
訓
点
の
加
え
方
を
見
る
と
、
石
垣
島
所
蔵

の
竹
原
家
本
《
四
番
体
注
》
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
訓
点
が
文
之
点
の
附
訓
の
方
式
と

一
致
し
な
い
場
合
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
(
三
)
久
米
島
所
蔵
の
文
之
点

本
《
四
書
章
句
》
に
は
中
国
の
挙
業
書
《
図
書
備
旨
》
に
も
と
づ
く
多
く
の
書
き
入

れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

《
四
書
》
に
限
っ
て
言
う
と
、
琉
球
の
儒
学
は
、
テ
キ
ス
ト
の
面
で
も
訓
点
の
面
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で
も
文
之
点
に
忠
実
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
く
、
解
釈
の
面
で
も
文
之
点
以
外
の
書

物
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
経
伝
の
字
義
や
文
意
を
把
握
す
る
た
め
に
中
国
の
挙
業
書

が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
琉
球
王
国
に
お
け
る
儒
家
経
典
学
習
は
、
日
本
と
中
国
両
方

か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
状
況
を
立
体
的
に
把
握
す
る
上
で
、
漢
籍
に
対

す
る
書
き
入
れ
に
着
目
す
る
、
と
い
う
手
法
が
有
効
な
こ
と
は
、
本
稿
に
お
け
る
初

歩
的
な
考
察
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ
の
手
法
を
用
い
て
考
察
を

深
め
て
い
き
た
い
。

第81集

(
注
)
(
こ
察
温
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
挙
げ
る
と
、
都
筑
間
間
子
〈
琉
球
に
お
け
る
風

水
思
想
の
受
容

l
察
温
を
中
心
に
〉
(
《
ア
リ
ー
ナ
》
第
十
四
号
、
中
部
大
学
、

二
O
一
二
年
)
;
佐
久
間
正
〈
禁
温
の
思
想
|
琉
球
王
国
に
お
け
る
儒
教
と

風
水
〉
(
〈
日
本
思
想
史
学
》
第
四
十
三
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
二

O
一
一
年
)
;

同
〈
琉
球
王
国
と
儒
教
|
察
温
を
中
心
に
〉
(
《
長
崎
大
学
総
合
環
境
研
究
》
第

十
一
巻
二
号
、
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
、
二

O
O九
年
)
;
国
古
る
り
〈
察
温
《
醒

夢
要
論
》
に
つ
い
て

l
琉
球
に
お
け
る
朱
子
学
受
用
の
一
例
〉
(
《
中
国
哲
学
》

第
三
十
五
号
、
北
海
道
中
国
哲
学
会
、
二

O
O
七
年
)
;
回
里
修
〈
察
温
年
譜
〉

(
《
沖
縄
大
学
法
経
学
部
紀
要
》
第
六
号
、
沖
縄
大
学
法
経
学
部
、
二

O
O
六

年
)
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
の
お
向
。
ミ

ω
E
Z
著
、
渡
辺
美
季
訳
《
琉

球
王
国
の
自
画
像

l
近
世
沖
縄
思
想
史
》
(
ぺ
り
か
ん
社
、
二

O
一
一
年
〔
英

文
の
原
著
は
一
九
九
九
年
刊
〕
)
の
第
三
章
か
ら
第
五
章
に
お
い
て
察
温
の
思

想
と
政
治
活
動
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
琉
球
政
治
や
思
想
を
論
じ

る
論
考
の
中
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
お
り
、
禁
温
に
関
し
て
は
相
当
の

研
究
蓄
積
が
あ
る
が
、
程
順
則
を
除
き
、
他
の
読
書
人
に
関
す
る
研
究
は
婁
々

た
る
も
の
で
あ
る
。

会
乙
高
津
孝
・
栄
野
川
敦
編
《
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録
》
(
日
本
学
術
振
興
会
科

学
研
究
費
補
助
金
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
漢
籍
の
収
集
・
流
通
・
出
版
に
つ

い
て
の
総
合
的
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
別
冊
、
二

O
O
五
年
)
。

(
三
)
比
嘉
春
潮
《
比
嘉
春
潮
全
集
》
第
一
巻
(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
一
年
)
、

琉球大学教育学部紀要

二
O
六
頁
。
浅
野
誠
《
沖
縄
県
の
教
育
史
》
(
忠
文
閑
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
、

六
五

i
六
六
頁
。

(
四
)
矢
袋
喜
一
《
琉
球
古
来
の
数
学
と
結
縄
及
記
標
文
字
》
第
二
章
第
一
節
〈
結
縄
〉

(
沖
縦
書
籍
販
売
社
、
一
九
八
二
年
〔
原
刊
一
九
一
五
年
〕
)
。

(
五
)
江
戸
時
代
の
自
習
舎
の
流
通
・
流
行
に
関
し
て
は
、
鈴
木
俊
幸
《
江
戸
の
読

書
熱

i
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
》
(
平
凡
社
、
二

O
O七
年
)
を
参
照
。

(
六
)
こ
こ
の
「
求
」
字
は
「
探
求
す
る
」
の
意
で
は
な
く
、
「
買
い
求
め
る
」
の
窓
口

(
七
)
小
林
芳
規
《
角
筆
文
献
研
究
導
論
〉
中
巻
〈
日
本
国
内
縞
(
上
)
》
第
五
章
第

四
節
第
四
項
〈
八
重
山
博
物
館
蔵
の
角
祭
文
献
〉
(
汲
古
書
院
、
二

O
O
四
年
)
。

(
八
)
江
戸
時
代
に
お
け
る
小
学
研
究
の
情
況
に
つ
い
て
は
、
岡
井
慎
吾
《
日
本
漢

字
学
史
》
第
三
筋
〈
近
世
筋
〉
(
明
治
書
院
、
一
九
三
五
年
第
二
版
)
を
参
照
。

(
九
)
本
稿
で
用
い
た
《
増
続
大
広
益
会
玉
筋
大
全
〉
は
、
須
原
屋
茂
兵
衛
等
十
八

家
の
書
砕
が
「
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
壬
申
夏
四
月
に
六
刻
」
し
た
も
の

で
あ
る
。

(一

O
)
林
義
雄
〈
日
本
の
字
典
・
そ
の
三
〉
(
《
漢
字
講
座
二
・
漢
字
研
究
の
歩
み
て

明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
)
、
二
七
四
1
二
七
五
頁
。
林
氏
の
見
解
は
、
関
場

武
〈
毛
利
貞
斎
編
《
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
》
〉
(
《
芸
文
研
究
》
第
三
十
六
号
、

慶
応
義
塾
大
学
芸
文
学
会
、
一
九
七
七
年
)
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

(
一
こ
用
升
が
云
う
、
「
上
届
道
光
二
十
四
年
歳
次
甲
辰
三
月
、
奉
承
憲
令
為
「
講

解
師
」
以
来
、
難
令
教
示
諸
生
、
《
小
学
》
・
《
四
番
》
的
内
有
疑
難
処
狼
多
惑

教
示
事
、
因
此
上
届
成
豊
十
年
歳
次
庚
申
思
准
呈
請
到
子
王
府
受
師
伝
要
全
教

了
」
。
《
錦
芳
姓
小
宗
系
図
家
譜
》
(
《
石
垣
市
史
叢
書
六
》
、
石
垣
市
総
務
部
市

史
編
集
室
、
一
九
九
四
年
)
、
九
六
頁
。
翻
刻
本
の
句
読
を
一
部
変
え
た
。
文

中
「
狼
多
」
の
「
狼
」
は
恐
ら
く
「
彼
」
字
の
誤
り
。

(
一
一
一
)
高
津
孝
・
栄
野
川
敦
編
《
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録
》
、
一
五

i
二
二
頁
。

(
二
ニ
)
中
国
に
お
い
て
挙
業
書
が
出
版
統
制
の
対
象
と
な
る
ま
で
盛
行
し
た
こ
と

は
、
井
上
進
《
中
国
出
版
文
化
史
》
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二

O
O
二
年
)
、

二
三

0
1
二
三
三
頁
・
三
二
七

1
三
三
五
頁
等
を
参
照
。

(
一
四
)
一
戸
部
良
照
《
大
島
筆
記
》
巻
下
〈
雑
話
〉
(
琉
球
史
料
研
究
会
、
一
九
五
九

年
)
、
三
頁
。
八
重
山
博
物
館
所
蔵
〈
四
番
体
注
》
に
つ
い
て
は
、
高
津
孝
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琉球地方士人漢籍学習の実態

《
博
物
学
と
書
物
の
東
ア
ジ
ア

l
薩
摩
・
琉
球
と
海
域
交
流
|
》
(
格
樹
書
林
、

二
O
一
O
年
)
、
一
ム
ハ
六
1
一七
O
頁
を
参
照
。

(
一
五
)
真
境
名
安
興
《
沖
縄
教
育
史
要
》
(
《
真
境
名
安
興
全
集
》
第
二
巻
、
琉
球

新
報
社
、
一
九
九
三
年
)
、
四
一
七
頁
・
三
九
六
頁
。
《
沖
縄
教
育
史
要
》
は

最
初
に
《
沖
縄
県
師
範
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
》
(
沖
縄
県
師
範
学
校
学

友
会
、
一
九
二
二
年
)
に
収
録
さ
れ
た
。
本
書
中
に
は
、
琉
球
王
国
時
代
の

史
料
が
豊
富
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
が

戦
火
に
よ
っ
て
消
失
し
て
い
て
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
な
こ

と
で
あ
る
。

(
一
六
)
法
式
普
《
消
秘
続
開
》
巻
三
(
中
華
番
局
、
一
九
八
二
年
)
、
五
九
二

1

五
九
八
頁
。

(
一
七
)
《
那
筋
市
史
》
資
料
篇
第
一
巻
十
一
〈
琉
球
資
料
(
下
)
〉
所
収
〈
班
、
科

試
関
係
資
料
〉
(
那
筋
市
役
所
、
一
九
九
一
年
)
。

(
一
八
)
《
那
覇
市
史
》
通
史
篇
第
一
巻
《
前
近
代
史
》
(
那
覇
市
役
所
、
一
九
八
五
年
)
、

四
九
九
頁
。

(
一
九
)
琉
球
の
科
試
の
受
験
資
格
に
関
し
て
、
渡
辺
美
季
は
回
名
真
之
の
研
究
に

も
と
づ
い
て
「
科
試
は
下
級
役
人
の
職
種
別
採
用
試
験
で
本
島
士
族
の
み
が

受
験
し
た
」
と
説
い
て
い
る
。
渡
辺
美
季
《
近
世
琉
球
と
中
日
関
係
》
(
吉
川

弘
文
館
、
二

O
一
二
年
)
、
二
二
九
頁
。
回
名
真
之
の
研
究
は
〈
平
等
学
校
所

と
科
試
〉
(
高
良
倉
吉
他
編
《
新
し
い
琉
球
像
l
安
良
城
盛
昭
先
生
追
悼
論
集
》
、

格
樹
社
、
一
九
九
六
年
)
を
参
照
。
先
行
研
究
に
異
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

石
垣
島
と
久
米
島
両
島
の
士
人
が
受
験
勉
強
を
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
本

島
以
外
の
士
人
も
科
試
を
受
け
ら
れ
た
、
と
い
う
以
外
の
理
由
を
考
え
が
た

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

(二

O
)
戸
部
良
県
《
大
島
筆
記
》
巻
下
〈
雑
話
〉
、
四
頁
。

(
二
ご
五
代
秀
尭
・
橋
口
兼
柄
《
三
国
名
勝
図
会
》
第
四
冊
、
巻
五
十
〈
如
竹
翁
墓
〉

(
背
潮
社
、
一
九
八
二
年
版
〔
原
刊
一
九

O
五
年
〕
)
、
二
七
九
頁
。

会
コ
乙
高
津
孝
〈
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
所
蔵
漢
籍
に
つ
い
て
〉
(
《
鹿
大
史
学
》

第
四
十
一
号
、
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
史
学
地
理
学
考
古
文
化
人
類
学
教
室
、

一
九
九
三
年
)
、
五
頁
;
上
里
賢
一
著
、
陳
埠
穿
訳
〈
琉
球
対
儒
学
的
受
容
〉

(
《
台
湾
東
亜
文
明
研
究
学
刊
》
第
三
巻
第
一
期
〔
総
第
五
期
〕
、
台
湾
大
学
東

亜
文
明
研
究
中
心
、
二

O
O
六
年
)
、
二
二
頁
;
中
村
春
作
〈
琉
球
に
お
け
る

「
漢
文
」
読
み
〉
(
中
村
春
作
・
市
来
津
由
彦
・
田
尻
祐
一
郎
・
前
回
勉
編
《
続

「
訓
読
」
論
|
束
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
の
形
成
》
、
勉
誠
出
版
社
、
二

O
一
O
年)、

七
O
頁
等
。
高
津
氏
の
論
文
は
後
に
《
博
物
学
と
書
物
の
東
ア
ジ
ア
|
薩
摩
・

琉
球
と
海
域
交
流

l
v
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(
二
三
)
高
津
孝
〈
琉
球
板
《
論
詩
集
注
》
〉
(
《
博
物
学
と
書
物
の
東
ア
ジ
ア

l
薩
摩
、

琉
球
と
海
域
交
流
|
》
)
、
一
八
四
頁
。
た
だ
し
、
訓
点
の
書
き
入
れ
は
所
々

に
認
め
ら
れ
る
。
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
訓
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い

て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

(
二
四
)
高
津
孝
〈
琉
球
板
《
論
語
集
注
》
〉
、
一
八
一
一
一

i
一
八
四
頁
。

(
二
五
)
大
魁
本
《
四
番
集
注
》
を
調
査
し
、
そ
の
刊
刻
状
況
を
整
理
す
る
試
み
が

楊
洋
〈
日
本
最
早
出
版
的
附
訓
点
本
《
四
番
集
註
》
|
|
書
籍
交
流
史
視
野

中
口
世
紀
初
朱
子
学
在
日
本
伝
描
〉
(
劉
玉
才
主
編
《
従
紗
本
到
刻
本
一
中
日
〈
論

一
語
〉
文
献
研
究
》
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

O
ご
二
年
)
に
お
い
て
な
さ
れ
て

い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
今
後
、
文
之
点
本
の
テ
キ
ス
ト
系
統
が
整
理
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

会
ヱ
ハ
)
村
上
雅
孝
〈
新
注
家
点
展
開
〉
(
《
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
紀
要
》
第

二
十
二
集
、
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
文
学
芸
術
研
究
所
、
一
九
七
六
年
)
。

(
二
七
)
伝
八
章
「
此
謂
身
不
惰
不
可
以
斉
其
家
」
及
び
伝
九
章
「
所
謂
治
園
、
必

先
斉
其
家
者
」
に
対
す
る
沼
朔
の
講
説
。
い
ず
れ
も
第
九
葉
右
。

(
二
八
)
林
退
庵
著
、
杜
定
基
増
訂
《
四
番
補
注
備
旨
》
(
博
文
館
、
一
八
九
六
年
)
、

第
六
葉
右
・
左
。

(
二
九
)
高
津
孝
・
栄
野
川
敦
編
《
増
補
琉
球
関
係
漢
籍
目
録
》
、
一
七
頁
。
萩
尾
俊

章
の
研
究
に
よ
る
と
、
与
世
永
家
の
始
祖
智
章
は
上
江
洲
智
篤
の
弟
で
あ
る
。

萩
尾
俊
章
〈
久
米
島
の
家
譜
・
位
牌
に
み
る
系
譜
観
|
上
江
洲
家
史
料
を
中
心

に
し
て
〉
(
《
久
米
島
総
合
調
査
報
告
書

l
自
然
・
歴
史
・
民
俗
・
考
古
・
美

術
工
芸
・
建
築
》
、
沖
縄
県
立
博
物
館
、
一
九
九
五
年
)
、
九
九

1
一
O
O頁。
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〔
附
記
〕
琉
球
漢
籍
調
査
の
許
可
を
与
え
て
親
身
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
琉
球
大
学
附
属
図

書
館
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
市
史
編
纂
盤
、
八
重
山
博
物
館
、
久
米
島
自
然
文
化
セ

ン
タ
ー
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
琉
球
漢
籍
の
画
像
資
料
を
提
示
す
る

こ
と
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
以
上
の
収
蔵
機
関
お
よ
び
資
料
寄
託
者
の
豊
川
敏
彦
様

第84集琉球大学教育学部紀要

と
徳
永
智
舜
様
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
口

な
お
本
稿
は
、
二

O
二
二
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(

B

)

(

課
題
番
号
一
二
三
三
二

O
O
O九
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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